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環境とアレルギー：免疫アレルギーの基礎の立場から 

Effects of environments on allergic diseases: From the points of basic 
immunology and allergology  
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佐賀大学医学部分子生命科学講座教授 

 

 The incidence of allergic diseases has dramatically increased in recent decades, particularly in developed 

areas. The precise reason for this has not been figured out. However, improved hygiene, having such results as 

a decrease in childhood infections, has been thought to be an important environmental factor from the points of 

epidemiology. In this presentation, I am going to show the present status of the analyses about environmental 

factors involved in allergic diseases and discuss about potential complementary and alternative medicine 

beneficial for allergic diseases. 

 

この数十年の間に先進国を中心にアレルギー性鼻炎、気管支喘息、アトピー性皮膚炎などのアレル

ギー疾患患者全体が飛躍的に増加している。我が国でもこれら３つのうちいずれかを持っている方は

全人口の３割を超え、しかも未だ増加傾向を示しており、大きな社会問題となっている。気管支喘息、

アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎などのアレルギー疾患は種々のアレルゲンの生体内への侵入に

よって引き起こされる Th2 型免疫反応を主体とした局所炎症であることが、免疫学の進歩に伴って

明らかとなってきた。一方で、アレルギー疾患の発症には多くの遺伝要因や環境要因も関与している

ことも明らかとなってきた。しかし、近年のアレルギー疾患の増大は遺伝要因では説明できず、何ら

かの環境要因の変化によるものであると考えられている。また、Th2 型免疫反応が主体であるアレル

ギー疾患のみならず、Th1 型免疫反応が主体となって引き起こされる I 型糖尿病、多発性硬化症、ク

ローン病といった自己免疫疾患も同じように近年飛躍的に増加していることが知られている。これら

の事実を一元的に説明できる免疫学的知識を我々は未だ持ち得ていない。それを説明するための一つ

の仮説として、衛生状態の改善がアレルギー疾患あるいは自己免疫疾患の増大につながっているとす

る「衛生仮説」が有力であり、多くの疫学的見地より支持されている。本講演ではこれらのアレルギー

疾患に関与する環境要因に関する解析の現況について説明するとともに、代替医療がこのような環境

要因を補正してアレルギー疾患を改善に向かわせる可能性について論じてみたい。 
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